
日本 お客様事例
導入製品：

株式会社ネットプライスインキュベーション

リレーショナルと をシームレスに扱えるハイブリッド の を使い、
ビジネスの成長に合わせて多種多様な属性のデータを柔軟に扱うシステムを構築

株式会社ネットプライスインキュベーション（以

下、ネットプライスインキュベーション）は、商

品の利用者によるレビュー、意見、体験談、使

用感などを集めたポータルサイト

（モノペディア ）

の運用を 年 月より開始しました。

では、商品や会員に関するさま

ざまな属性のデータを データとし、他の

マスタデータとともに の

機能を使って管理しています。 は、

に搭載された サポートをサポート

する機能で、これまでのリレーショナル・データ

ベースによる サポートとは異なり、

データを最適に格納・処理するよう設計されて

います。

　 では、 本体、 機器、インテ

リア家具、ダイエット食品、キッチン用品など、さ

まざまな商品に対する利用者のレビューを見

ることができます。「レビュー・サイトを構築しよう

と思ったとき、そもそも商品データがなければレ

ビューを書けないだろうと考えました。例えば、

ノート型 とボールペンのスペックを示す属

性が大きく異なるように、商品データはさまざま

な属性によってスペックが表現されます。また、

商品データは、きちんと仕分けられたデータで

す。このようなデータを保持するためには、どん

なデータの格納方式を採用すべきかを検討し

なければなりません。まず、リレーショナル・デー

タベースの利用が考えられます。しかし、扱う

データは、属性が定型的でなく、どのような属性

が追加されるか予想できません。単純にテキス

トデータ（ ）として格納してしまうと、柔軟

にデータを利用しにくくなるので、折角のデータ

を生かしきれなくなる可能性があります。また、

別の方法として、商品データをその属性に応じ

てリレーショナル・データに収めるやり方もありま

す。しかし、その作業は手間や時間のかかるも

ので、何よりも、データ項目の追加・削除・変更に

対して柔軟に対応できません」と、ネットプライス

インキュベーション 事業部 今井剛

氏は、将来の試みを考慮しながら多種多様な

データを収めることの難しさを話されます。

　実際に の開発は、ユーザーの

レビューサイトの利用法を想定しながら行いま

すが、その想定に疑問が生じるたびに、データ

ベースのテーブル設計からシステムの実装まで

の作業をやり直す日々 が続きました。また、サイト

構築後にも、レビューを書くために必要なデータ

やレビューから得られるデータは、変化していく

ように思えました。「考えついたことをリレーショ

ナル・データベースで実現しようとすると、再考し

なければならないことが多岐にわたります。流

動的に変化するビジネスの成長に合わせてシ

ステムを拡張できるようにしたいのですが、その

データの格納場所を先の先まで見越して考え

ることはなかなか難しいことです」（今井氏）

　このようなときに今井氏は、タグを使ってデー

タを格納する の構造を、リレーショナル・

データベースでのテーブルの列の代わりに利用

できるのではないかと考えました。これによって、

ノート型 やボールペンといったスペックが大き

く異なる商品データを、その属性を のタグ

で表現して「商品」という一つの データに

して、データベース上に格納するのです。

の構造を生かすことで、リレーショナル・データ

ベースのテーブルスキーマに思い悩むことなく

システムを開発でき、 に最適なデー

タベースが作れると、今井氏は思いました。

　早速、今井氏は、リレーショナル・データベー

スと データベースをシームレスに扱うこと

のできる の説明を受け、採用を決定し

ました。「リリース予定直前でしたが、この時点

で を採用しておけば、将来ユーザーの

要求に合わせて がどのような形

に成長し変化しても、データベースのテーブル

設計や開発には問題が生じないと判断しまし

た」（今井氏）

　

　 の採用決定から 週間という短期間

で、 は予定どおり運用を開始しまし

た。「リレーショナル・データベースと データ

ベースの機能をともに提供できる を活用

ビジネスの成長を見越してデータを
保持する仕組み作りの難しさ

お客様ニーズ

XMLタグを使うことで柔軟性に富んだ
データベースを確保

ソリューション

リレーショナルとXMLのハイブリッド・データベース
の特長を生かして短期間で運用を開始

導入効果




